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 要  旨 
市場にある多くの製品では標準使用期間や点検時期が定められて保全が行われるが，実際には
ユーザーの使い方，使用環境によって製品寿命・トラブル発生確率は大きく変化する．一律に定
められた保全基準に頼っていては，製品一台一台，ユーザー個別に最適な信頼性・安全性を保証
することは難しい．そのために，オンラインで製品の状態をリアルタイムに監視・分析し，製品
個別に最適な未然防止を提供しうるシステムの構築が進められている． 
このようなシステムは一部の分野では実用化されており，技術的には既に実現可能である．し
かし問題となるのは，オンラインで非常に多くのログ情報を取得できるものの，そのデータを如
何に分析し，故障・トラブルの予測に結び付けていくかである． 
本研究では，実際に運用されているリアルタイム状態監視システムとその実データ(ログ情報)
をもとに，逐次的に取得されるログ情報に基づく保全方法を提案・検証する．同システムが用い
られる製品およびそのデータは，劣化・消耗により取り替えられる交換部材であること，暦時間
よりは使用量に依存して劣化すること，その為に加速試験などの開発段階における劣化予測が困
難であることなどの特徴がある．真の劣化量あるいはその代用特性は得られていない． 
このようなリアルタイム状態監視データは膨大な量が得られるため，データ解析には相応の計
算資源が必要とされる．従来研究では，気象予測にも用いられるデータ同化技術を利用して，過
去のデータから製品個別に逐次予測更新を行う手法が提案されている．これは計算量が多いもの
の，リアルタイムな個別最適化を実現できる理想的な手法である． 
これに対して本研究では，データ同化などを用いる前段階として必要となる劣化量予測モデル
の作成，および最適交換時点を予測するまでの手順を明確にする．その為にまずは，実際に稼働
中の状態監視システムから取得されたデータの解析を行う．そのうえで，予測モデル作成に必要
な実データのサンプリング方法についても検証を行い，今後の新製品開発や設計変更にも対応し
た保全計画を考察する． 
以上の解析・検証より，状態監視システムとそのデータを用いた製品寿命予測の方法，および
市場から実データをサンプリングする際の問題(数と時間の壁)への解決方法を提案する．これに
より，本研究の成果が今後新たな状態監視システムの開発・運用に役立つことを目的とする． 
 
